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Thetic vs. Categorical

Kuroda (1972)が言語学に導入したThetic（1）vs. Categorical（2）の区別。

（1） （「太郎」を見つけて）おや、太郎がいる。 Thetic 
（2） （1の文に続けて）太郎は泣いてるよ。 Categorical

機能的には、Theticは談話に要素を導入する文、Categoricalは導入された要
素に情報を付与する文とされる（Lambrecht 1994）。

従来の分類（Lambrecht 1994, Sasse 1987)
Event-reportingはTheticの下位分類（Lambrecht 1994, Sasse 1987)

＊（1）のような典型的なTheticは、Presentationalと呼ばれる。
＊導入される要素は、Presentationalは指示対象、Event-reportingは出来事。

Thetic Categorical
Presentational Event-reporting

談話に要素を導入 情報を付与

新しい分類の提案
Event-reportingはThetic(Presentational)とCategoricalのハイブリッド

（9） 電話が鳴っているよ！＝電話がある+（それは）鳴っている
Event-reporting = Presentational + Categorical

Thetic
(Presentational) Event-reporting Categorical

談話に要素を導入
情報を付与

Event-reporting

Event-reportingとは、談話に出来事を導入する文（Lambrecht 1994）。

（8） 電話が鳴っているよ！ Event-reporting（Lambrecht 1994: 144)

天候文や発見文などが典型的。

（3）  （「太郎」を見つけて）おや、太郎が泣いてるよ。 Event-reporting

調査概要
Event-reportingの振る舞い（音韻、形態、統語的な標示）に関する予測
・従来の分類（上左の表）・・・Thetic的な振る舞いをする。
・新しい分類（上右の表）・・・Thetic的な振る舞いとCategorical的な振る

舞いの両方をする。
以後に示す調査の結果，標準語と九州3方言では後者の振る舞いをした。

→新しい分類に記述力がある。

調査の観点は以下の2点
観点1：主語の取る助詞（主題助詞/主格助詞/無助詞）（Kuroda 1972）
観点2：韻律句形成（主語と述語が一体/別々）（Nakagawa 2020）

・韻律句は「句音調によるピッチの立ち上げによって区分される単位」と
し，praat(ver. 6.1.42 )でf0曲線を抽出した（以下では【】で表記する）。

調査票
(10) 親子で山道を歩いている。道の向こうからタクシーが来るのを見つけた

母親が，子どもに言う。 
タクシー{主題助詞/主格助詞/無助詞}来たよ。 Thetic 

(11) 初めて通る山道を進んでいると，目の前に倒れた信号機が見える。助手
席の人が運転している人に言う。 
信号機{主題助詞/主格助詞/無助詞}倒れてるよ。 Event-reporting

(12) 夫婦で外出をする。予約したタクシーがやってきた。夫から「タクシー
はもう来た？」と聞かれた妻が答える。 
タクシー{主題助詞/主格助詞/無助詞}もう来たよ。 Categorical

標準語（発表者内省）

→助詞はThetic的，韻律はCategorical的

(13) 【タクシー｛*ハ/ガ/Ø｝来たよ】 Thetic
(14) 【信号機｛*ハ/ガ/Ø｝】【倒れてるよ。】 Event-reporting
(15) 【タクシー｛ハ/*ガ/Ø｝】【もう来たよ。】 Categorical

宮崎県椎葉村尾前方言（豊日方言）

→助詞はThetic的/Categorical的，韻律はCategorical的

(16) 【haijaa{*wa/no} （】【）kitaga.】 Thetic
(17) 【singooki{wa/no}】【 taoretoruhuu.】 Event-reporting
(18) 【haijaa{wa/*no} moo】【 kitaga.】 Categorical

鹿児島県いちき串木野市方言（薩隅方言）

→助詞はThetic的，韻律はCategorical的

(19) a 【takusii{*wa/ga} kita.】 Thetic
(20) 【singooki{*wa/ga}】【 taoretjo.】 Event-reporting
(21) moo 【takusii{wa/*ga} 】【 kitjoddo.】 Categorical

熊本県天草市牛深方言（肥筑方言）

→助詞はThetic的，韻律はCategorical的

(22) aa 【takusii {*wa/no/ga/*Ø} kita.】 Thetic
(23) 【aa singoo {*wa/no/ga/?Ø} 】【taoretoi.】 Event-reporting
(24) moo 【takusii {wa/no/*ga/Ø} 】【kitoizo.】 Categorical

まとめ
① Event-reportingはTheticやCategoricalと並ぶ第三の文類型で，

TheticとCategoricalのハイブリッドな機能を持つ。
② 標準語と九州の3方言におけるEvent-reportingの振る舞い
（主語の取る助詞・韻律句形成）は，このような整理が最も穏当。

今後の課題
・韻律句形成を認定する手法の精緻化（実験的手法？）
・givennessの影響（cf. 廣澤 2023，廣澤・松岡・下地 forthcoming）
・現象文 vs. 判断文類型（三尾 1948）の再編
・Event-reportingの通言語的な実証研究（cf. Croft 2022）
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